
==さ
一
ん

田た

谷万
I

遺
跡

島
根

・

１
　
所
在
地
　
　
　
島
根
県
出
雲
市
上
塩
冶
町
半
分

２
　
調
査
期
間
　
　
第
二
次
調
査
　
一
九
九
四
年

（平
６
）
四
月
１

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
島
根
県
教
育
委
員
会

（埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
）

４
　
調
査
担
当
者
　
鳥
谷
芳
雄

・
富
谷
　
衡

。
江
角
ひ
ろ
み

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
―
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
は
、
県
の
東
部
、
出
雲
市
の
南
郊
に
位
置
し
、
神
戸
川
が
山
間
部
か
ら

平
野
部
に
流
れ
出
る
あ
た
り
の
標
高
約

一
四
ｍ
を
測
る
右
岸
側
の
低
台
地
に
立

地
し
て
い
る
。
調
査
は
、
建
設

省
が
進
め
る
斐
伊
川
放
水
路
事

業
に
伴

っ
て
行
な
わ
れ
、
当
年

度
は
前
年
度
の
調
査
区
に
隣
接

し
た
権
現
山
南
麓
で
実
施
さ
れ

た
。
当
地
点
は
、
遺
跡
の
縁
辺

部
と
考
え
ら
れ
る
部
分
で
あ
る

が
、
権
現
山
に
沿

っ
て
流
れ
る
、

幅
約
二
〇
ｍ
ほ
ど
の
谷
川
地
形

が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
よ
り
多
量
の
遺
物
の
出
土
を
み
た
。

こ
の
自
然
流
路
な
り
低
湿
地
状
の
部
分
か
ら
検
出
さ
れ
た
遺
構
に
は
、
し
が

ら
み
状
遺
構
、
杭
列
、
土
坑
、
曲
物
を
利
用
し
た
井
戸
な
ど
が
あ
り
、
古
墳
時

代
中
期
か
ら
奈
良

・
平
安
時
代
に
か
け
て
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

遺
物
は
、
各
時
代
に
わ
た
っ
て
多
種
多
様
な
も
の
が
出
土
し
た
が
、
奈
良

・

平
安
時
代
に
限
っ
て
い
え
ば
、
供
膳
具
と
み
ら
れ
る
多
く
の
須
恵
器

・
土
師
器

が
堂

比

原

、
ヨ

理

醜

辟

」
醜

瑠

醜

評

ゴ

裂

習

る

墨
書
土
器
も
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち

「〔醗
肥
□
」
は
ヽ
神
門
郡
日
置
郷
内
の

里
名
の

一
つ
で
あ
る
荏
原
を
表
し
て
い
る
可
能
性
が
強
い
。
ま
た
、
木
製
品
類

で
は
曲
物

・
多
足
机

・
物
差

・
糸
巻
具

・
火
鑽
具

・
槽

。
人
形

・
舟
形

・
木
簡

状
木
製
品
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

木
簡
は
、
墨
痕
の
認
め
ら
れ
る
も
の
を
含
め
て
五
点
出
土
し
て
い
る
、
い
ず

れ
も
、
自
然
流
路
と
考
え
ら
れ
る
部
分
の
、
お
よ
そ

一
一
。
一
二
世
紀
以
前
の

遺
物
包
含
層
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

⑪

　

「
＜

（
符

篠

）
鬼

急

々

如

律

令

」
　

　

　

　

　

　

　

］
『
巽

中
反

卜

霊

②

　

「
（
符

篠

）
急

々

如

律

令

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｐ
伽
受

］
巽

∞

ヨ

①

　

（
符

篠

）
急

々

如

律

令

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
霞

Ｘ

Ｎ
受

卜

露

□
□
□
積
豊
□

令

ｅ
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‘

×

∞
　

ｏ
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働

　

「
＜
日
□
」

牌
囀
６
×

∞
牌
×

６
　

ｏ
∞
∞

ω
ｌ
①
は
、
い
わ
ゆ
る
呪
符
木
簡
で
あ
る
。
ω
②
は
、
お
よ
そ

一
一
・
一
二

世
紀
代
の
遺
物
と
と
も
に
出
土
し
て
い
る
。
い
は
、
頂
部
先
端
の
左
右
に
小
さ

く
二
段
の
切
り
込
み
が
あ
る
。
②
の
頂
部
先
端
に
は
薄
く
削
り
痕
が
認
め
ら
れ

る
。
①
は
、
墨
痕
が
浮
き
出
て
お
り
、
当
時
風
雨
に
晒
さ
れ
て
い
た
状
況
を
示

す
も
の
で
あ
ろ
う
。
符
篠
と
し
た
部
分
、
「梵
天
□
」
と
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

い
は
、
や
や
古
く
九
世
紀
代
を
中
心
と
す
る
遺
物
と
と
も
に
出
土
し
た
。
「積
」

の
上
の
二
文
字
は
、
判
然
と
し
な
い
が
、
「出
雲
」
と
判
読
で
き
な
く
も
な
い
。

も
し
こ
れ
に
誤
り
な
け
れ
ば
、
「出
雲
積
豊
□
」
は
人
名
の
可
能
性
が
あ
る
。

囚
み
に
、
「出
雲
積
」
は
天
平
六
年

（±
一面
）
の

「出
雲
国
計
会
帳
」
（正
倉

院
文
垂
ｅ

中
に
み
え
る
出
雲
国
出
身
の
右
衛
士
の
名
や
、
同

一
一
年
の

「出
雲

国
大
税
賑
給
歴
名
帳
」
（同
）
中
の
出
雲
郡
漆
沼
郷

・
建
部
郷

・
出
雲
郷
、
お

よ
び
神
門
郡
神
戸
の
項
に
み
え
る
氏
姓
と
し
て
確
認
で
き
る
。
０
は
判

読
不
能
だ
が
墨
痕
は
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
木
簡
類
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
に
出
土
し
た
封
絨
木
簡
状

木
製
品

・
墨
書
土
器

・
ヘ
ラ
書
き
土
器

・
転
用
硯
の
文
字
関
係
資
料
や
、

緑
釉
陶
器
片

・
和
同
開
珠

・
開
元
通
宝

・
青
銅
製
帯
金
具
な
ど
の
遺
物
群
は
、

本
遺
跡
の
性
格
の

一
端
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
資
料
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
、

当
地
に
官
衛
に
関
係
し
た
施
設
が
存
在
し
た
可
能
性
を
よ
り
高
め
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

木
簡
の
釈
文
に
つ
い
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
館
野
和
己

・
古
尾

谷
知
浩

・
山
下
信

一
郎
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
　
　
　
　
　
　
（鳥
谷
芳
雄
）
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